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 低緯度観測点の福岡県篠栗に設置した FM-CW 短波レーダーによって観測された、2003 年 10 月 31 日の大規模

磁気嵐中に発生した Pc5 脈動の電離圏電場変動について報告する。10 月 29 日に始まった磁気嵐は、30 日 0 時に

Dst で-363nT まで発達した。その後磁気嵐は一旦回復したが、IMF Bz の強い南向きによって再び発達し、30 日 22

時に-401nT と 2 回目の極大を迎えた。今回議論する Pc5 はこの 2回目の極大の回復相に発生した現象である。 

 10 月 31 日の太陽風の状態は、速度は 1200km/秒から 800km/秒へ下がりながらも非常に高速で、IMF の Bz は

北向きが続いていた。この状況で、Pc5 は 0 時から 14 時にかけてほぼ連続的に発生した。この時間は、篠栗の LT

に直すと 9時から 23 時となり、昼側から夜側にかけて広い時間帯で Pc5 による電離圏の電場変動を観測する事が

できた。 

 この期間、篠栗の FM-CW レーダーは連続的にドップラー観測を行っていたため、10 秒の時間分解能で電離層

反射高度の鉛直移動速度を求める事ができた。電離層の鉛直方向の移動の原因のひとつが東西電場の侵入によると

考えることによって、レーダーの観測から低緯度電離圏への電場侵入を調べることができる。レーダーで観測され

る変化の全てが、グローバルな電場侵入に関係するわけではないが、磁場の多点観測データなどと組み合わせて解

析する事により、局地的な電離圏の変化とグロバールな電場の変化とを区別することができると考えている。 

 赤道の磁場データから、赤道エンハンスメントという特性を利用して電離圏電場を考察するという手法が使

われるが、この方法は夜側では用いる事ができないという欠点がある。これに対し、電離圏を直接観測する FM-CW

レーダーでは、昼夜を問わず電場変化の観測が行える点が利点となっている。 

 2003年 10月 31日に発生したPc5について、磁場データとして篠栗と同じ経度域にある赤道観測点のYAPと、

反対半球側に位置する赤道観測点の SLZ のデータを用い、変化の比較を行った。その結果、0～7 時(9～16 時 LT)

の昼側では、同じ経度域の赤道観測点 YAP でも篠栗のレーダーと同方向の東西電場変化が観測されていた。このこ

とから、昼側において低緯度から赤道域にかけてグローバルに Pc5 の電場侵入が起こっている事が示された。一方、

10～14 時(19～23 時 LT)の夜側では、FM-CW レーダーの変化は反対半球の昼側赤道に位置する SLZ の磁場変化と相

関が高かった。しかも、東西電場の変化方向は逆向きの関係になっていた。これは、グローバルに見たときに、朝

→夕もしくは夕→朝電場の関係になっていた事を示し、DP2 型のグローバルな電場侵入が昼側と夜側ともに発生し

ていた事を示している。 

 この様に、Pc5 について、低緯度赤道域の昼側と夜側へ DP2 型の電場侵入が起こっている事が観測された。こ

こで興味深い点は、2つのイベントの間の 7～10 時(16～19 時 LT)の時間帯である。ここでは、FM-CW レーダーのデー

タでは Pc5 脈動の活動度は下がり、明確な変化は観測されていなかった。一方、CPMN の高緯度観測データでは、

この時間帯に振幅の大きい特徴的な Pc5 が観測されている(Obana et al.の講演)。連続した時間内に、グローバル

な分布に相違を持つ Pc5 が観測された事は、磁気嵐時の Pc5 の発生と伝播機構を考察する上で重要な資料になると

期待される。 


